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SDGsの取組状況について、「現在すでに取り組んでいる」
（１４.0％）と「現在は取り組んでいないが、今後は取り組んで
いく予定」（19.8％）の合計は 33.8％となり、前回調査の    
３０.6％を３.2 ポイント上回った。一方、「現在は取り組んでお
らず、今後も取り組む予定はない」は２８.9％で、前回調査の  
２８.7％と同様の３割程度変わらず存在している。（図表３） 
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※前回調査結果（2022 年３月公表） URL：https://www.smrj.go.jp/research_case/research/questionnaire/index.html 
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【調査結果のポイント】 

・SDGs を十分に理解・やや理解している企業は 40.9％。前回調査（2022 年１月）時よりわずかに（2.1 ポイント）上昇。 

・SDGs の取組企業・取組予定企業は 43.8%と 3.2 ポイント上昇も、今後も取り組む予定のない企業も変わらず３割程度存在。 
・SDGs の取組企業・取組予定企業の進捗状況は、「SDGs に対する理解を進めている段階」（40.0％）が最多。 
・補助金・助成金、SDGs 推進指針の策定・公表、SDGs 取組事例の公表などの支援ニーズが高い。 
 

 

 

 

・調査日時：2023 年 1 月 26 日～30 日 
・調査方法：Web アンケート 
・調査対象：全国の中小企業者 2,000 

（中小企業基本法における中小・小規模企業の定義に基づく） 

図表１ 調査対象業種の構成比      （  ）内は小規模企業数 

 

(1)調査概要 

中小企業の SDGs推進に 

関する実態調査（2023年） 

関する調査 

SDGs について理解している（「十分に理解している」「やや
理解している」）は 40.9％で、前回調査の３８.8％を２.1 ポイン
ト上回った。わずかにではあるが、SDGsに対する理解は高まり
つつあることがわかる。（図表２） 
 

（アンケート調査） 

図表３ SDGsの取組状況 対前年比較 （ｎ＝2,000）  

                                           

図表２ SDGsに対する理解度 対前年比較 （ｎ＝２，０００） 

 

SDGs の取組状況を従業員規模別にみると、「現在すで
に取り組んでいる」が201～３００人で４８.7％と前回調査の
２９.6％から１９.１ポイントと大幅に上昇。一方、６～２０人以
下、５１～１００人においても着実に上昇している。（図表４） 

図表４ SDGsの取組状況【従業員規模別】 （ｎ＝2,000）  

                                           

（３）ＳＤＧｓの取組・予定企業は若干増加するも、今後も取り

組む予定がないとする企業も変わらず３割程度存在 

（2）ＳＤＧｓに対する理解度は前回調査時よりわずかに

（2.1ポイント）上昇 

https://www.smrj.go.jp/research_case/research/questionnaire/index.html
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（７）まとめ  

独立行政法人中小企業基盤整備機構 総合情報戦略課 

担当 ：葦浦、朱山、伊原 

TEL ：03-5470-1521 （部門代表） 

Email ：chosa@smrj.go.jp 

SDGs の進捗段階ごとに期待する支援策としては、「特に
期待していない」を除き、全ての進捗段階において「SDGs に
取り組む際活用できる補助金・助成金」、「中小企業のための
SDGs推進指針の策定・公表」などへの期待が総じて高い。こ
れらを除くと、SDGs に対する理解を進めている段階では満
遍なく支援を期待する傾向がみられる。一方、自社で取り組
む優先課題を検討・決定している段階では、「SDGs 取組事
例の公表」（１０.4%）、自社で取り組む目標を設定している段
階では、「SDGs相談窓口の開設」（１０.1％）、設定した目標に
従い、事業に取り組んでいる段階では、「SDG に関する研修
制度の創設」（９.6％）、取組みを外部に公表している段階で
は、「SDGs 取組企業に対する認定・表彰制度」（１１.0％）など
の割合が高くなっており、それぞれの進捗段階ごとに期待する
支援の特徴が伺える。（図表８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の調査結果によると、SDGs に取り組んでいる、あるい
は今後取り組む予定の企業はわずかに増加しているものの、
今後取り組む予定がないとする企業も一定程度変わらず存在
している。こうした企業が SDGs に関心を持ち、取組みを進め
てもらうためには、SDGs への理解をより一層深める施策を展
開する必要がある。なによりも、なぜ今日本で SDGsへの取組
みが求められているのか、大企業のみならず中小・小規模企業
も SDGs に取り組む必要があるのか、引き続き、丁寧でわかり
やすく説明していくことが求められている。 

  

「現在すでに取り組んでいる」「現在は取り組んでいないが、
今後は取り組んでいく予定」の企業における SDGs の進捗状
況は、「SDGs に対する理解を進めている段階」（４０.0％）が
最も多く、次いで「自社で取組む優先課題を検討・決定してい
る段階」（２５.5％）となっている。「取組みを外部に公表してい
る段階」まで到達している企業はわずか４.0％であった。（図
表 5） 
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その他 特に期待していない

  

（4）取組・予定企業の SDGｓの進捗状況は、「理解を進

めている段階」が４０％で最多 

図表５  SDGsの取組みにみる進捗状況 （n=675 単一回答） 

 

図表８ 進捗段階別における期待する支援策 （n=675 複数回答） 

 ※下記のグラフは、進捗段階ごとの回答総数に対する割合 

  
「現在すでに取り組んでいる」「現在は取り組んでいないが、

今後は取り組む予定」の企業における SDGs の取組みに向け
た課題としては、「特に課題はない・わからない」（２１.6％）を除
くと、「取り組むための人員が不足している」の２１.8%が最も多
く、次いで「SDGs や取組方法に関する情報が少ない」（２
１.5％）、「取り組むための資金不足している」（１９.1%）の順で
続く。 
一方、「現在は取り組んでおらず、今後も取り組んでいくか否

かは未定」「現在は取り組んでおらず、今後も取り組む予定はな
い」企業では、「取り組むことによるメリットがわからない」（２
２.5％）が最も多く、次いで「何から取り組めばよいのかわから
ない」 （１８.9％）が続いている。（図表６） 

 

図表７ SDGsの推進に向けて期待する支援策 （n=2,000 複数回答） 

 

 

図表６ SDGsの取組みに向けた課題 （n=2,000  複数回答） 

 

  
SDGs 推進に向けて期待する支援策は、「特に期待してい

ない」が５８.4％と約６割を占める一方、「SDGs に取り組む
際活用できる補助金・助成金」（２２.２％）、「中小企業のため
の SDGs推進指針の策定・公表」（１３.１％）、「SDGs取組事
例の公表」（１０.３％）などが、前回調査と若干の順位の変動
はあったものの、高い割合を占めている。（図表７） 

（５）取組・予定企業では人材、情報及び資金の不足、未

取組・取組未定企業ではメリットや取組方法がわか

らないことが課題 

（６）補助金・助成金、SDGｓ推進指針の策定・公表、

SDGｓ取組事例の公表などの支援ニーズが高い 
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